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総合的な学習の時間（人権学習） 

タイトル   「子どもの権利条約」を私とあなたとみんなのものに 

テーマ・目標 

子どもの権利条約を知り、自分や世界の子どもたちにとって保障されなければならない権利につい

て考えるとともに、自他の権利を意識し、お互いの人権を尊重しようとする意欲を持つ。 

対象学年  小学校高学年 時間   90分 

 時間 学習活動 指導上の留意点 資料等 

１ 25分 

 

ゲーム「立ち止ま

って考えてみよ

う」をすることに

より、子どもの権

利条約の内容を考

える。 

○子どもの権利条約に関わる質問を

し、「そう思う」「そう思わない」

「分からない」の中から自分の考え

にあうところに移動する。（右図） 

○一問ごとに選んだ理由を数名に質問

し、次の質問に移るようにする。 

〇質問する児童や回答に悩む児童がい

たら、質問内容や悩んだ理由を聞い

て、クラス全体で共有する。 

【資料１】質問例 

 

教  室 

     前  

２ 20分 

 

子どもの権利条約

の概略を知る。 

〇資料２を配付し、子どもの権利条約

について説明する。 

〇資料３を配付し、資料１の質問と関

連する条文について補足説明をす

る。 

○資料４を配付し、Ⅰに気付いたこと

や感想を記入させる。 

【資料２】子どもの権利

条約ってなんだろう 

【資料３】条文カード集 

【資料４】ふりかえりシ

ート 

３ 30分 

 

 

事例と関連がある

条文を選び、選ん

だ理由を発表す

る。 

○３～４人のグループをつくり、資料

５から１つの事例を選ばせる。 

〇事例と関係があると考える条文カー

ドを選ばせ、模造紙に貼らせる。 

〇各グループの代表者に、選んだ事

例、選んだ条文カード、その条文を

選んだ理由を発表させる。 

【資料５】事例カード 

【資料３】条文カード

（切ったもの） 

４ 15分 

 

まとめと振り返り

をする。 

 

 

○資料４のⅡに、気付いたことや感想

を記入させる。 

〇自分たちの学級で大切にしたいと思

う権利の条文を資料３の中から選

び、切り取ってシートに貼らせる。 

○自分たちの学級で大切にしたいと思

う権利の条文を発表し、自他の権利

を尊重することの大切さに気付かせ

る。 

 

※ この学習プログラムは、各校に配付している「人権教育指導資料Ⅲワークショップ下」にある「生きる，  

育つ，守られる，参加する ～「児童の権利に関する条約」をわたしとあなたとみんなのものに～」を参考

に作成しています。資料２、３、５は「人権教育指導資料Ⅲワークショップ下」をご参照ください。 
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総合的な学習の時間（人権学習） 

タイトル   引き裂かれた家族 ～拉致問題について考える～ 

テーマ・目標 

北朝鮮当局による拉致問題について理解を図るとともに、被害者が奪われた権利について考える

ことを通して、拉致問題が重大な人権侵害であることを認識する。 

対象学年  小学校高学年 時間   45分 

 時間 学習活動 指導上の留意点 資料等 

１ 5分 

 

「拉致問題」につ

いて知る。 

○ブルーリボンの画像を示して、意味

を尋ね、児童の理解を確認する。 

○資料６を配付し、拉致問題について

説明する。 

ブルーリボンの画像 

 

【資料６】日本人拉致問

題とは？ 

２ 25分 

 

 

アニメ「めぐみ」

を視聴する。 

○視聴後、岡山県でも、北朝鮮当局に

よって拉致された可能性を排除でき

ない人が存在していることを伝え、

他人事ではなく、自己の課題として

捉えさせる。 

アニメ「めぐみ」 

３ 10分 

 

拉致によってめぐ

みさんが奪われた

権利について話し

合う。 

 

 

 

 

○資料３の条文カードの中で、めぐみ

さんが拉致によって奪われた権利に

はどんなものがあるかで考えさせ

る。 

〇発表させ、奪われた権利を「生きる

権利」「育つ権利」「守られる権

利」「参加する権利」の視点で整理

する。 

【資料３】条文カード集 

４ 

 

 

5分 

 

 

拉致被害者の家族

の思いを知り、拉

致問題への関心を

高める。 

○拉致問題解決を願ってつくられた歌

を紹介して、拉致問題を風化させな

いための取組を伝えてまとめとす

る。 

○拉致は北朝鮮当局が行った行為で、

北朝鮮の一般の人々は拉致問題につ

いて知らされていない人がほとんど

であることを伝え、北朝鮮に関係す

る人々に対する新たな差別意識を生

まないように配慮する。 

空と海の向こう 

SONG FOR MEGUMI 

 







【資料６】

日本人拉致問題とは？
ら ち

１９７０年頃から８０年頃にかけて、北朝鮮による日本人拉致が多発しました。現在、

１７名が政府によって拉致被害者として認定されています。

北朝鮮は日本人を拉致したことを認めてきませんでしたが、２００２年９月に拉致を認

め、１０月に５人の被害者が帰国しました。しかし、１２名の被害者については、いまだ

に北朝鮮から納得のいく説明はありません。日本政府は、北朝鮮に対し、認定の有無にか

かわらず全ての拉致被害者を一刻も早く帰国させるように、強く求めています。

※「拉致」とは、むりやり連れ去られること

政府によって認定されている１７名の拉致被害者



拉致の可能性を排除できない人 ８８３名

現在、日本政府は北朝鮮に拉致された被害者として１７名を認定していますが、さ

らに、拉致の可能性を排除できない人として８８３名（2017年４月現在）に関して、

国内外からの情報収集や捜査・調査を続けています。

【なぜ日本人を拉致したの？】

真相はわかっていませんが、これについては、次のような説があります。すなわち、

北朝鮮は、朝鮮戦争（1950年～1953年）の休戦後も、韓国を社会主義化して朝鮮半

島を統一しようとしてきました。しかし、当時、韓国人をよそおって北朝鮮から韓国に

スパイを送り込むことは難しかったので、日本人をよそおって韓国にスパイを送り込む

という方法が考えられました。そこで、日本人を北朝鮮に連れ去った上で、北朝鮮のス

パイをその日本人になりすまさせたり、その日本人を北朝鮮のスパイに日本の習慣や日

本語を教える先生にしたりしようとして、日本人を拉致したというのです。

（ 政府 拉致問題対策本部ＨＰより www.rachi.go.jp ）


